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1. はじめに	

第 3 回 FunTrails	100K	Round	秩父&奥武蔵について	
	

第 3回 FTR100 事故調査委員会	

大会実行委員長	 奥宮俊祐	

	

選手だけでなく山を共有するハイカーも地域の人もスタッフも関係する全ての人が楽し

める、そんなレースを開催したいと思い「Fun	Trails	100K	Round	秩父＆奥武蔵	/	Fun	

Trails	50K	Two	Lakes	＆	Greenline」（FTR100	/	FT50）を開催してまいりました。	

開催は今年で	3	年目を迎えました。埼玉県に住み、地元埼玉県のフィールドでトレイ

ルランナーとして活動をしてきた私は、いつからか「埼玉県の山々のハイキングコースを

つなげば、100	㎞の壮大なトレイルレースが開催できるのでは…」という夢を持っており

ました。	

国内外を問わず、様々なロングトレイ	ルレースに出場してきた私にとって、地元の

山々でロングトレイルレースを開催し、埼玉県の素晴らしい山々の良さを知っていただ

き、参加した皆様に楽しんでいただくこと。ハイカーとトレイルを共有して一緒に楽しめ

る仕組みを作ること。また、トレイルレースを通して地元に経済効果をもたらし地元に貢

献すること。そうした想いを持って活動してまいりました。そして、３年前に沢山の方々

のご協力を得て FTR100	/	FT50 の開催が実現しました。	

今回発生した滑落死亡事故は非常に痛ましく悲しい事故です。残されたご遺族のことを

思うと胸が張り裂けるほど辛い気持ちになります。亡くなられた方はとても慎重な性格

で、トレイルランに行くときも登山並みの装備を持ち、下り坂も走らない方だったそうで

す。また、登山経験も豊富で滑落した現場を含む山域はお気に入りで何度も足を運んでこ

られたそうです。	

我々事故調査委員会の責務は、いたらなっかった安全対策の問題点とその原因を明確に

し新たな安全対策を作成すること。そして、その新たな安全対策を全国のトレイルランレ

ース主催者とその関係者や選手に伝えることにより、今後より一層の事故防止に努め関係

する皆様に「楽しい」を届けることが、亡くなられた方のご冥福に繋がると信じていま

す。	
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2. 事故調査委員会の構成	
	

2017 年 11 月 18 日(土)秩父・武甲山系小持山付近において滑落死亡事故が発生した。	

日本におけるトレイルランニング大会中の滑落死亡事故としては 10年振りであり、大

会主催者である FunTrails 合同会社の大会運営、安全管理などについて十分な検証が必要

である。この大会は主幹として実行委員会が構成され、それぞれの担当責任者が管理を行

なっている。	

そこで、上記実行委員会の責任者と各専門有識者をメンバーに加え事故調査委員会を構

成した。事故調査委員会の氏名と略歴は以下の通りである。	

	

【氏名】奥宮俊祐	

【担当】大会実行委員長、FunTrails 代表社員	

	

【氏名】石倉昭一	

【担当】埼玉県山岳連盟会長	

	

【氏名】菊間克実	

【担当】総務責任者	

	

【氏名】名倉	伸泰	

【担当】通信責任者	

	

【氏名】中村富士美	

【担当】救護担当	

	

【氏名】北島英明	

【担当】一般社団法人	日本山岳救助隊	代表	

	

【氏名】橋本利治	

【担当】元・公益社団法人	東京都山岳連盟	遭難救助隊隊長	
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3. 滑落事故概要	
3.1 事故発生時の目撃情報	
≪後方を進んでいたＮさんからの聞き取り調査：「山と渓谷社」12月1日19:30～21:30実施≫	

• 小持山を過ぎ約１５km付近(大持山手間３００ｍ)の稜線上。	

• 岩が露出したやや急な下りのトレイルから、ながらかで直線的な下りのトレイルに差し

掛かった辺り（図１）。	

• ほぼ歩いている状態のＤさんに追いつき、前かがみ（中腰）になり止まってたＤさんの

様子を手前の岩の上（横斜め後ろ）から窺った。	

• バランスを崩したように見えた時、枝をつかもうとした（ように見えた）が掴めず、右

背面から１回転するように滑落した。	

• その後、膝のあたりが１本目の木にぶつかり、足が反転し横向きに転がり始めた。	

• その後、さらに下の２本目の木に腕で顔を庇うような形で衝突した。	

• 衝突の弾みで右方向にあるやや登り坂に見えた斜面方向（実際には下り斜面）に転が

り、一旦転落速度が落ちたが止まらず急斜面に滑落して行った。	

≪前方を進んでいたＩさん（第一通報者）からの情報：「第１回現場検証」１１月２５日≫	

• 並走するランナーから「ガサガサ」っと音がするという言葉があり落石と思い、岩を巻

いた先から尾根を覗くと一瞬青いウエアの方が速い速度で横回転で滑落して行くのが見

えた。滑落に抵抗する様子は窺えず意識があったかどうかは定かではなかった。	

	

	 	

図１．事故現場の稜線	 図２．２本目の木横から撮影	
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3.2	 事故発生後の主な時系列	

2017 年 11 月 18 日(土)	

9 時 11 分	 第一通報者が大会本部に事故発生を報告したが電波状況が悪くす

ぐに切れてしまった。	

9時 13 分	 大会本部から第一通報者に折り返し（約３分間通話）第一通報者が

マーシャルランナーの派遣を依頼した。	

9時 20 分	 マーシャルランナーが現場到着し無線で「緊急」を連呼した。	

・	

・	

事故現場の地点と事故発生件数について情報が錯綜	

・	

・	

9 時 42 分	 マーシャルランナーが大会本部へ「事故者の応答なし」を伝え、救

護本部が１１０番通報を検討し始めた。	

9時 50 分	 埼玉県山岳連盟スタッフが滑落斜面を下り本部へ救出不能を伝え

た。	

9時 57 分	 救護本部が１１０番通報をした。	

10 時 20 分	 現場上空に県警ヘリが到着したことを確認した。	

10 時 32 分	 現場上空に防災ヘリが到着したことを確認した。	

10 時 53 分	 埼玉県山岳連盟スタッフが滑落場所の緯度経度を伝えた。	

11 時 37 分	 防災ヘリからホイスト降下。	

11 時 47 分	 救助隊が滑落者を発見した。	

12 時 50 分	 大会本部が死亡連絡を受けた。	

12 時 55 分	 大会本部が大会中止を決定した。	

12 時 57 分	 全エイドへ大会中止を周知した。	

13 時 25 分	 Ａ２有間峠を全選手が通過したことを受け、大会本部が「その他の

事故者なし」を警察へ報告した。	

	 	



7 

3.3 事故発生までのＤさんの様子（武甲山から事故現場まで）	
	 ≪Ｎさんの証言：「山と渓谷社」１２月１日19:30～21:30≫	

• 目撃者Ｎさんは武甲山の頂上から降りきて、御嶽神社の鳥居前で誘導員と会
話をしているＤさんに会った。その後、ＮさんはＤさんとペースが同じくら

いだったので会話をしながら一緒に進んでいった。	

• Ｄさんには「私はゆっくり行くから、先に行ってください」と言われたが、
Ｎさんは「自分もゆっくり行くから、この人と一緒に進もう」と思った。	

• Ｄさんはゆっくりしたペースで進んでいたが、体調が悪いような印象は受け
なかった。	

• ２人とも登りは歩き、下りになるとＮさんはＤさんに離され平坦な所になる
とＮさんはＤさんに追いつく、というペースだった。	

• ２人で進んでいた時に、Ｄさんは「大持山を越えたら、晴れていればきれい
な景色が見えるんですよ」と話していた。Ｎさんは「Ｄさんは自分よりもこ

の山域に詳しい」と思った。	

• 他にも、Ｄさんは以下のこと話していた。	
• 「私は関門ギリギリのペースで行く」、「今日は電車が動いているうちに帰り
たいから、飯能でリタイアするつもりだ」、「夜間走をやっておきたいから、

夜になるまでは行けるところまで行こうと思う」。	

• Ｄさんがなぜ完走を目指さずにレースを中断して電車があるうちに自宅に帰
ろうとしていたかの説明はなかった。	

• Ｄさんは滑落前に、フラフラしたり、激しく疲労していたり、体調が悪いよ
うな様子は窺えなかった。	

• Ｄさんのペースは、ランニングというよりもハイキングのようなペースだっ

た。	
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3.4	 第 1回現場検証	
① 目的	

l 滑落現場の確定	
l フォールラインの確認	
l 当時の状況把握（第一通報者 Iの証言）	
l 各種の情報収集	

	

② 参加者:8 名	
l 北島	英明	日本山岳救助隊:代表	
l 橋本	利治	元・公益社団法人	東京都山岳連盟	遭難
救助隊隊長	

l 奥宮	俊祐	FunTrails 合同会社	代表	
l 嶋田	純	FunTrails 合同会社	スタッフ	
l 菊間	克実	FunTrails 合同会社	スタッフ	
l 一瀬	立子	FunTrails 合同会社	スタッフ	
l 松永	淳	FunTrails 合同会社	スタッフ	
l 第一通報者Ｉさん	

	

③ スケジュール	
平成 29 年 11 月 25 日(土)	

10:30	一の鳥居登山口集合／事前打ち合わせ	

11:00	登山開始	

13:30	現場到着	

15:15	下山開始	

16:30	解散	

	

④ 調査結果	
l 滑落場所の確定	

第一通報者Ｉさんの誘導により滑落場所を確定させた。	

	

l フォールラインの確認	
北島氏、橋本氏両名によって確定した滑落場所からフォールラインを確認した。	

50m ロープ 2ピッチ(約 100m)下降。そこから２０ｍ程歩いて遺留品を発見した。	

北島氏は両幅１００ｍの範囲を捜索。	

橋下氏は２００ｍ程歩いて捜索フォールラインを降り更に遺留品捜索を行った。	

稜線から１２０ｍ辺りに滑落した可能性が高い。	

	

l 北島氏の見解	
稜線(コース)からのフォールライン(滑落経路)は最大斜度９０°の絶壁であり稜

線直下から傾斜が緩む約１２０ｍ下まで立木はもとよりテラス(岩棚)も存在して

いない、ほぼ垂直に近い絶壁であった。。	

このフォールラインは過去に岩雪崩が起きた場所と推測される。更にこの形状で

は、降雨時は滝のように天水が流れるため一旦滑落するとフリクション(摩擦)は

期待できない。	

また、事故後に降雨があったためと思われるが、途中の岩角に血液や脳漿等の付

着は確認できなかった。	

	

l 遺留品	
メガネ、時計、コップ、コースマップ	
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4. コース上の危険箇所と事前対策	
	

	 4.1 第２区間(武甲山肩から A3名栗)コース担当者による事前調査	

	

現場周辺情報を中心に抜粋し記載	

	

【第 1回調査】	

	 						2017年 7月 30日（日）	

・	 調査開始地点：第28番札所橋立（第 1エイドステーション地点）	

・	 調査終了地点：名栗さわらびの湯（第 3エイドステーション地点）		

・	 主な調査ルート	

橋立～武甲山～小持山～大持山～鳥首峠～有間山～有間峠～蕨山～名栗		

	

	 	【第 2回調査】	

	 						2017年 10月 23日(月)	

・	 調査開始地点：武甲山表参道登山口（横瀬口）	

・	 調査終了地点：逆川乗越分岐	

・	 主な調査ルート	

武甲山登山口～武甲山～小持山～大持山～鳥首峠～有間山～有間峠～逆川乗越分

岐（※その後は舗装路にて名栗まで下山）		

	

	 	【第 3回調査】		

	 						2017年 11月 5日(日)	

・	 調査開始地点：第28番札所橋立（第 1エイドステーション地点）	

・	 調査終了地点：名栗さわらびの湯（第 3エイドステーション地点）	

・	 主な調査ルート	

橋立～武甲山～小持山～大持山～鳥首峠～有間山～蕨山～名栗		

	

			【第 4回調査】	

	 						2017年 11月 12日(日)	

・	 調査開始地点：武甲山表参道登山口（横瀬口）	

・	 調査終了地点：名栗さわらびの湯（第 3エイドステーション地点）	

・	 主な調査ルート	

表参道登山口～武甲山～小持山～大持山～鳥首峠～有間山～有間峠～蕨山～名栗	
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	 4.2 滑落場所周辺事前調査結果：滑落場所周辺を抜粋	
※オレンジ色に塗りつぶした箇所にはスタッフを配置。詳細：7.1	コース事前調査結果一覧	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

⼭岳連盟 
Ｈさん 

⼭岳連盟 
Ｍさん 

⼭岳連盟 
Ｙさん 

⼭岳連盟 
Ｎさん 

⼭岳連盟 
Ｓさん 

⼭岳連盟 
Ｉさん 
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4.3 埼玉埼玉県山岳連盟スタッフの配置およびロープ設置箇所（滑落場所周辺）	
① 武甲山の頂上→Ｈさん	
② 甲山の肩（分岐）→Ｍさん	
③ シラジクボ→Ｙさん	
④ 小持山から下りの岩場→Ｎさん	
⑤ 小持山から下りの岩場→Ｓさん(配置箇所の上下に 30m ロープを４本設置)	
⑥ 大持山（妻坂峠の分岐）→Ｉさん	
	

	

	

	

	

	

	 	

凡例	



12 

4.4 無線通信について	
	

必要事項のみ抜粋し記載	※詳細：参考資料 6.2 参照	

	

FTR 全コース上で無線交信テストを実施（３回実施）	

	

【1回目：2017 年 8月 27 日】	

①	 コース：A3(名栗)→A6(飯能中央公園)	

②	 天候：曇り	

③	 目的	

IP 無線機・デジタル無線機の２機種を携帯しコース上をトレースし、ど

ちらの機種が交信に優位かを確認する	

④	 特記事項	

・	 A５：東峠エイドでは IP無線・デジタル無線共に受信できず。（デジ

タル無線機にてフォロー）	

・	 そのため、エイドから少し移動した箇所に基地局を置いてテスト実施	

・	 全体的には IP無線機が優位しかし名栗湖からトレイルに入った電線

下までは交信不可。	

	

【2回目：2017 年 10 月 21 日】	

①	 コース：札所 28番橋立堂→有間峠	

②	 天候：小雨降り続く	

③	 目的	

IP 無線機・デジタル無線機の２機種を携帯しコース上をトレースし、ど

ちらの機種が交信に優位かを確認する	

④	 特記事項	

・	 武甲山エリアでは IP無線機は殆んど受信できず、デジタル無線機が

優位。	

・	 秩父本部・武甲山肩から鳥首峠まではクリアに交信可能	

	

【3回目：2017 年 11 月 5日】	

①	 エリア:A6(飯能中央公園)→秩父本部	

②	 天候：曇り	

③	 目的：IP無線機を携帯しコース上をトレースし、交信可能または不可エ

リアを確認する	

4つの区間と 2つの固定局に分かれて通信をチェック	

④	 特記事項	

・	 A７：鎌北湖周辺（物見山から鎌北湖、鎌北湖からエビガ坂）交信が

難しい。（携帯電話は通話可）	

・	 A９：県民の森からの下り（10-8）分岐から（10-10）シカ柵までは交

信できません。（携帯電話は通話可）	
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4.5 救助・救護体制について	
	

救助・救護体制として山岳知識と山岳経験豊富な医療系従事者計３７名にて構成

しました。	

本部をはじめ、Ａ３：名栗、Ａ４：子の権現、Ａ６：飯能、Ａ７：鎌北湖、Ａ

８：高山不動、Ａ９：県民の森に設置したエイドポイントへ救護所を併設し救護ス

タッフを配置しました。また、コース上にはマーシャルランナー、スイーパーの他

に救護ランナーを配置しました。	

各救護スタッフと救護ランナーには、無線（IP、デジタル）、AED、ファーストエ

イドキット、経口補水液等を標準装備とし、医師が配置されている救護所において

は、初期輸液投与に対応できる設備を整えました。	

救護全体の指揮統制は全て救護本部とし、各救護所リーダー、救護ランナーは救

護本部指揮の元、大会救護活動を実施しました。	

	

	

	

	
	救助・救護体制配置図		

	

	 	

埼玉県山岳連

盟救助隊４名 
救護ランナー１名 

埼玉県山岳連

盟救助隊３名 

一ノ鳥居 

看護師、看護学生

救助隊員各１名 

救助隊、看護師、救護

ランナー各１名 

医師、救護ランナー各１名 

看護師３名 

医師、看護師各１名 

医師、看護師、看護学生各１名 

救護ランナー２名 

看護師２名、救命士１名

救護ランナー２名 

 

医師１名、看護師２名 

救命士各１名 
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資格 氏名 配置場所 地点名 役割 

医師 柴田 俊一 本部 秩父 統制ドクター 

医師 濱田 拓 Ａ６ 飯能   

医師 服部 潤 Ａ７ 鎌北湖   

医師 古藤 里佳 Ａ８ 高山不動   

看護師(助産師) 小屋野 幸呼 Ａ４ 子の権現   

看護師 中村 富士美 本部 秩父   

看護師 飯塚 理恵 本部 秩父 18 日 04 時～18日 22 時 

看護師 早山 幸美 本部 秩父 18 日 22 時～19日 14 時 

看護師 大手 まゆみ Ａ３ 名栗   

看護師 高橋亜由美 Ａ６ 飯能   

看護師 猿田 麻耶 Ａ６ 飯能   

看護師 浦頭 薫 Ａ６ 飯能   

看護師 小林 美智子 Ａ７ 鎌北湖   

看護師 菅原 久美子 Ａ８ 高山不動   

看護師 滝本 杏奈 Ａ９ 県民の森   

看護師 堀 香奈 Ａ９ 県民の森   

救急救命士 佐藤 進一 本部 秩父 コマンダー 

救急救命士 作山 洋貴 Ａ９ 県民の森   

救急救命士 加藤 昌義 Ａ１ 札所 28番橋立堂 救護ランナー 

救急救命士 落合 俊也 Ａ４ 子の権現 救護ランナー 

救急救命士 出川 典明 Ａ６ 飯能 救護ランナー 

救急救命士 松村 和大 Ａ８ 高山不動 救護ランナー 

救急救命士 北村 堅優 Ａ８ 高山不動 救護ランナー 

救急救命士 江藤 大輔 Ａ９ 県民の森 救護ランナー 

消防救急隊員 江藤 太一 Ａ９ 県民の森 救護ランナー 

山岳救助隊員 佐藤 佑紀 Ａ３ 名栗 救護ランナー 

山岳救助隊員 松本 光顕 Ａ４ 子の権現 移動救護班 

山岳救助隊員 長谷川 雄 本部 秩父 移動救護班 

山岳救助隊員 天野 賢一 生川 一の鳥居 移動救助隊 

山岳救助隊員 鈴木 百合子 生川 一の鳥居 移動救助隊 

山岳救助隊員 小茂田 利孝 生川 一の鳥居 移動救助隊 

山岳救助隊員 岡野 次男 生川 一の鳥居 移動救助隊 

山岳救助隊員 石倉 昭一 Ａ２ 有間峠 移動救助隊 

山岳救助隊員 朝香 聖成 Ａ２ 有間峠 移動救助隊 

山岳救助隊員 早川 啓 Ａ２ 有間峠 移動救助隊 

看護学生 土屋 貴洋 Ａ３ 名栗   

看護学生 梅沢 美代子 Ａ８ 高山不動   

救助・救護メンバー	

	

※	補	 足	※	

マーシャルランナーはコース上での異常事態発生を本部へ報告するのが役割であ

り、スイーパーは最後尾ランナーの後方を進むことで全選手の通過を確認するのが

役割です。事故発生時の一次対処に当たることは、人として立場によるものではな

いことは大前提です。	
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5. 安全管理対策について	
5.1問題点	
① 【意識の問題】スタッフも選手も死亡事故が発生する可能性があるという意識が低かった。	

→主催者が安全対策徹底するのは当然。しかし、それだけでは、事故は防げない。	

	

② 【体制の問題】重大事故発生時の本部体制が決められていなかった。	
→事故対策本部の体制、大会運営の体制など。	

	

③ 【基準の問題】警察・消防に通報する基準、大会中止の基準が明確になっていなかった。	
→通報の遅れ、大会中止判断の迷いの原因になる。	

	

④ 【状況把握の問題】事故状況の把握に時間がかかってしまった。	
→5W1H の把握に苦慮。いつ、どこで、だれが、なにを、どのように、どうした。	

	

⑤ 【判断の問題】状況の重大さが分かってから、通報するまで時間がかかってしまった。	
→誰が判断し、誰が警察・消防に通報するのか。	

	

		5.2 事故発生防止策	
① 【意識の問題】野外救急法の教育	Wilderness	Medical	Associates	Japan と提携	 	
ウィルダネス	メディカル	アソシエイツ	ジャパン:	http://www.wildmed.jp/	

・	 トレイルランナー用の野外救急法の知識と技術を広める。スタッフ、そして、選手へ。	

・	 リスクがスポーツだと認識し、非常時に行動できるようにする。	

	

② 【意識の問題】コース上の安全対策	
・	 トレイル上に安全な場所ではないことを選手に周知する。	

・	 特に危険な箇所にはスタッフを配置、ロープの設置する。	

	

③ 【意識の問題】安全宣誓への署名実施	
・	 例文）コース上、特に山岳域には未知の危険が無数に潜んでいることを心掛け、体調管

理と安全走行に努め無事に大会を終了することを誓います。	

	
④ 【意識の問題】メディカル・チェックの実施	

・	 選手にとって第一の必携装備品は健康な体であり体調不良のまま走行することがないよ

う、要所リタイヤ可能ポイントにおいて「屈伸／片足立ち／回転など」の運動により健

康状態をチェックし、スタッフにより続行不能と判断した際は失格とする。	

	

⑤ 【体制の問題】重大事故発生時の本部体制を確立	
・	 重大事故対応班と大会運営班に分けて、事故に対応しつつ、安全に大会を運営できる体

制を確立する。	

	

⑥ 【体制・判断の問題】コース・マネージャーの配置	
・	 大会の流れ全体を把握して指示をする。	

・	 平時も非常時も中心となり全体を把握する。	

	

⑦ 【状況把握の問題】YAMAP と連携※スマホアプリ	
ヤマップ：https://yamap.co.jp/	

	 	《特徴と効果》	

・	 コースデータ(GPX)をダウンロードしなくても、アプリに大会コースを表示可能。	

・	 圏外でも GPS 受信し、現在地を表示可能	

・	 緊急時の際、スマホで写メを送ることで明確に位置を伝えられる。	
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		5.3 コース管理・監督項目を明確化	

	

l 大会前	

	 			①	コース・ルート設定	

A) エイド開設箇所設定	
B) コース上の整備・補修	
・	 倒木処置	

・	 陥没・脆弱な箇所の整備・補修	

・	 崩壊木段再生補修	

C) エスケープ・ルート設定	
D) 輸送ルート設定	
E) ＣＰアクセス推奨ルート設定	
F) コース上の一時的安全帯対策箇所設定	
・	 コース上の安全対策敷設・整備	

G) 選手のメディカル・チェック箇所設定	
②	 救助ポイント設定	

③	 無線中継地点設定	

④	 「大会開催予告看板／矢印看板／距離看板／注意励起看板」設置箇所設定	

⑤	 「誘導員／マーシャル／スイーパー」配置設定	

⑥	 定点ビデオ撮影配置箇所設定	

⑦	 地図製作	

	

l 大会期間中	

①	 選手の動向管理	

②	 誘導員／マーシャル／スイーパーの動向管理	

③	 輸送車両の動向管理	

④	 無線中継の動向管理	

⑤	 山岳救助要請	

	

l 大会後	

① 各種看板／マーキングテープ等の回収	

② クリーンアップ	

③ コース上の整備・補修	

④ 環境ダメージ調査	
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5.4迅速・確実な事故発生通報	

	

事故発生時に事故の重大さを説明して本部との意思疎通を図ることを廃止し、重大さ

をレベル分けし事故現場で判断したレベルを本部へ報告する形式へ改める。	

	

事故レベル	 事故発生場所	 事故者状況	 本部指示基準	

Ｚ１	

コース上	

山道上	
自走可能	 スタッフ随行指示	

Ｚ２	 自走不可能	 救護駆け付け指示	

Ｚ３	
滑落	

応答あり	 救助駆け付け指示	

Ｚ４	 応答なし	 山岳救助要請	

Ｖ１	

エスケープ	

ルート上	

山道上	
自走可能	 スタッフ随行指示	

Ｖ２	 自走不可能	 救護駆け付け指示	

Ｖ３	
滑落	

応答あり	 救助駆け付け指示	

Ｖ４	 応答なし	 山岳救助要請	

	
また、コース外における事故及び事故要因となり得る事態についてもレベルの明確化

を図り事故現場で判断したレベルを本部へ報告する形式とする。	

	
事故レベル	 事故事案	 本部指示基準	

Ｌ	 リタイヤ／ロスト等の選手サポート	
安全確保まで報告指示	

Ｂ	 疾病・傷病による救急搬送	

Ｋ	 警察事案（交通事故など）	
被害状況による	

Ｓ	 消防事案（火災など）	

	

※	 行方不明者（＝安否不明者）について	 ※	

行方不明者の有無は計測チップデータから確実に判断することが可能であり、各

選手より届けられている携帯電話への連絡により安否確認を行うことが基本。し

かし、行方不明者が安否確認に応じられない状況にあることも想定されるため、

一次捜索は計測区間にて行う。また、定点ビデオ撮影映像により行方不明区間の

絞り込みを行い二次捜索を行う。	

二次事故を防止するため捜索は複数名を１組として日中に行う。	
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5.5	 事故発生時の選手及びコース上スタッフの行動	

① 事故発生時に備えた事前策	
A) 必携装備品にホイッスルを追加する。	
B) 警笛音を周知する	
・	 警笛１(選手が発する)：長音「ピーーーーッ！」	

・	 警笛２(スタッフが発する)：３連続単音「ピッ！、ピッ！、ピッ！」	

C) 選手がとるべき行動要諦をナンバーカードへ印刷する	
	

② 選手の行動(事故当事者の行動)	
A) 軽傷＆自走可能（自己応急手当可能）な場合	
・	 エイド到着後診断を受ける。	

B) 自走不可能な場合	
・	 携帯電話で本部への連絡を試みる。	

・	 警笛１を発する。	

C) 滑落時	
・	 無理にコースへ戻ることはしない。	

・	 携帯電話で本部への連絡を試みる。	

・	 警笛１を発する。	

	

③ 事故目撃者あるいは発見者の行動	
《事故者が B)自走不可能な場合》	

・	 スタッフが到着するまで現場を離れてはならない。	

・	 本部へ未連絡の場合は携帯電話で本部への連絡を試みる。	

・	 事故当事者に代わり警笛１を発する。	

《事故者が c)滑落の場合》	

・	 事故者を無理にコースへ引き上げてはならない。	

・	 スタッフが到着するまで現場を離れてはならない。	

・	 本部へ未連絡の場合は携帯電話で本部への連絡を試みる。	

・	 事故当事者に代わり警笛１を発する。	

	

④ 警笛 1察知選手の行動	
		競技を続行しつつスタッフ指示あるいは警笛１が聞こえなくなるまで警笛１を発する。	

	

⑤ スタッフの行動	
A) 警笛１を察知あるいは事故発生の知らせを受けたマーシャルの行動	
・	 本部へ携帯電話あるいは無線機で事故発生を知らせる。通信不通の場合は現場急行を優

先して移動を開始すること。	

B) 現場到着スタッフの行動	
・	 本部へ事故レベルを知らせる。	
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6 第三者：羽根田治氏による所感	

	

今回の事故では当事者が亡くなっているので、その要因については目撃者の証言や現場の状況など

から推測するしかない。	

	 事故現場は、大持山の北約 300m の稜線上で、通称「雨乞岩」の直下のあたり。子持山方面から

来ると、岩が露出したやや急な下りから、なだらかで直線的な下りに差し掛かったところだった。

すぐうしろにいた後続者の報告によると、ほぼ歩いている状態で稜線をたどっていた遭難者は、現

場に差し掛かったところで前屈み（中腰）になった直後、バランスを崩して傍らの木の枝を掴もう

としたように見えたという。しかしうまく枝を掴めず、右背面から一回転するようにして滑落して

いった。	

	 この後続者は、レース途中から遭難者と会話をしながらほぼ同じペースで進んできたが、そのペ

ースは走るというより歩くような速度で、体調が悪い様子もうかがえなかったという。また、中間

事故報告書によれば、遭難者はとても慎重な性格で豊富な登山経験もあり、トレイルランニングの

ときも登山並みの装備を持ち、下り坂でも走らないほうだったそうだ。さらに、事故現場を含むエ

リアはお気に入りの山域で何度も足を運んでいたこと、２年前にも同レースに出場していたこと、

事故発生時刻がスタートから４時間ほどしか経過していない朝の９時過ぎごろだったことなどか

ら、レース自体に事故の要因があったとは考えにくい。あくまで推測だが、遭難者が歩く程度のス

ピードで事故現場に差し掛かったところで、なんらかの要因でフラつくかつまずくかしてバランス

を崩し、木の枝を掴んでリカバーしようとしたが、うまくいかず転落してしまったのではないだろ

うか。	

	 このように登山道上でバランスを崩して転滑落してしまうという事故は、登山中にも多発してい

る。しかも、険しい岩場などの危険箇所で起きるのもさることながら、なんの変哲もない安全そう

に見える場所でも少なからず起きているのだ。その要因は、登山者側の油断や注意力散漫などにあ

るものと思われる。逆に言えば、ちょっとしたヒューマンエラーが大きな事故に結びついてしまう

のが、山なのである。	

	 山には、一見しただけではわからない、さまざまな危険が潜んでいる。山での事故を未然に防ぐ

ためにいちばん大事なのは、まずはそれを認識することだ。	

	 中高年世代の登山ブームの高まりととともに、山岳遭難事故は 1990 年代ごろから右肩上がりに

増え続けているが、その一因として、登山業界がリスク情報をほとんど提供してこなかったことが

挙げられる。山の素晴らしさや登山の魅力ばかりをアピールし、山のリスクなどに関するネガティ

ブ情報はあまり取り上げようとしなかったのだ。しかし、それでは適切なリスクマネジメントが行

なえるはずがない。その弊害が現在の遭難事故増加につながっていると言っても過言ではないだろ

う。	

	 心配なのは、近年盛り上がりを見せているトレイルランニングの業界も、登山と同じ轍を踏まな

いだろうかということだ。	

	 繰り返していうが、山にはさまざまな危険が存在し、対処を誤ると取り返しのつかないことにな

ってしまう。そうした危険を避けるためには、山の知識と技術を学び、マナーやルールを順守する

ことが必要になってくる。それは登山者であれトレイルランナーであれ変わることはない。まして

トレイルランニングは、装備を切り詰め、不安定な山道をスピードを出して走り抜けるという点

で、登山以上にリスキーだといっていい。	

	 統計がないので感覚的な言い方になってしまうが、報道を見るかぎり、以前と比べると近年はト

レイルランニング中の事故が目立ってきているように感じる。たとえば昨年７月、山梨県小菅村の

狩場山でトレイルランニングをしていた 40代の男性が親子グマに遭遇し、襲われて軽傷を負うと

いう事故が起きた。10月には、山梨県本栖湖近くで開催されたトレイルランニングのイベントに参

加した 20代の男性と 30代の女性が、道に迷って行方不明になるという騒動もあった（２人とも自

力下山）。六甲山を走っていた 20代の男性が登山道から滑落して命を落としたのは、今年の元日の

ことである。FTR に関して言えば、一昨年の 10月、50km レースにエントリーしていた 52歳の男性

が、秩父の山中でトレラン中に崖から滑落して死亡するという事故も起きている。	
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	 はっきり言ってしまえば、トレイルランニングというのは、リスクが高い場所での、よりリスキ

ーな行為である。問題は、それをどれだけのトレイルランナーが認識しているか、だ。	

	 これは山岳救助に携わる人から聞いた話だが、救助隊員らが登山口となる駅で入山者に対して登

山届の提出を呼び掛けていたところ、あるトレイルランナーのグループは「私たちはトレランです

から」と言って登山届を提出せずに入山していったという。おそらく彼らは知らないのだろう。山

にはどんな危険が潜んでいるのかということを。そして万一事故に遭遇したときに、場合によって

は登山届の有無が生死を分けるということも。	

	 やはり山というフィールドで行なう行為である以上、トレイルランニングは登山の一カテゴリー

と認識し、トレイルランナーも登山の知識や技術を身につけるべきだろう。具体的に言うなら、転

滑落や転倒を回避する行動術、道に迷わないようにするための読図のノウハウ、低体温症や熱中症

の予防法、セフルレスキュー技術などはせめて修得してもらいたいと思う。もちろん、山のルール

やマナーを守ることは言うまでもない。	

	 指導的立場にある関係者は、トレイルランナーをそのような方向に導いていっていただきたい

と、切に願う。	

	 最後になったが、今回の事故では当初、事故現場についての情報が「大持山付近」と「子持山付

近」の２つに分かれて報告され、救助関係者が混乱する場面もあったそうだ。実際、救助隊員は、

現場に駆けつけるまで２件の事故が発生したと思っていたという。	

	 トレイルランニングのレースでは、大勢のランナーが参加し、夜間も行動し続けるものも少なく

ない。そのような状況下では、事故が起こらないほうが不思議である。建前では「事故は絶対にあ

ってはならない」ということになるのだろうが、山に〝絶対〟はない。また、どんなに注意してい

ようと、ヒューマンエラーを 100％防ぐことはできない。	

	 レースの運営者は「事故は起こるもの」という前提のもとで、緊急時の連絡体系の整備や主催者

側のセルフレスキュー態勢を含めたリクスマネジメントを進めるべきだろう。	

 
【プロフィール】	

羽根田	治（はねだ	おさむ）	

フリーライター、編集者。埼玉県浦和区出身。登山や山岳遭難などのアウトドア系のほか、沖縄県

（特に八重山諸島の鳩間島）をはじめとする自然をテーマにした活動を行なっている。	
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7 参考資料	

7.1 無線通信の配置・通信状況について	
FTR 全コース上で無線交信テストを実施（３回実施）	
【1回目：2017 年 8月 27 日】	

⑤	 コース：A3(名栗)→A6(飯能中央公園)	

⑥	 天候：曇り	

⑦	 目的	

IP 無線機・デジタル無線機の２機種を携帯しコース上をトレースし、どちらの機種が

交信に優位かを確認する	

⑧	 テスト方法	

A) 子の権現と東峠にて基地局を置き通信をチェック	
B) 3 つの区間と 2つの固定局に分かれて通信をチェック	

1 区間：名栗湖－子の権現	

2 区間：子の権現－東峠	

3 区間：東峠−飯能中央公園 
固定局 1：⼦ノ権現 
固定局 2：東峠	

⑨	 特記事項	

・	 A５：東峠エイドでは IP 無線・デジタル無線共に受信できず。（デジタル無線機

にてフォロー）	

・	 そのため、エイドから少し移動した箇所に基地局を置いてテスト実施	

・	 全体的には IP 無線機が優位しかし名栗湖からトレイルに入った電線下までは交

信不可。	

	

【2 回目：2017 年 10月 21 日】	

①	 コース：札所 28 番橋立堂→有間峠	

②	 天候：小雨降り続く	

③	 目的	

IP 無線機・デジタル無線機の２機種を携帯しコース上をトレースし、どちらの機種が

交信に優位かを確認する	

④	 テスト方法	

A) 武甲山山頂（肩）に中継局をおき秩父本部とコース上を結ぶ。	
B) 秩父本部、有間峠に固定局（基地局・長尺アンテナ）を置き通信をチェック	
C) 3 つの区間と 2つの固定局に分かれて通信をチェック	

1 区間：秩父本部－武甲山山頂（肩）	

2 区間：橋立堂－武甲山山頂（肩）	

3 区間：武甲⼭⼭頂（肩）−有間峠 
固定局 1：秩⽗本部 
固定局 2：有間峠	

⑤	 特記事項	

・	 武甲山エリアでは IP無線機は殆んど受信できず、デジタル無線機が優位。	

・	 秩父本部・武甲山肩から鳥首峠まではクリアに交信可能	
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【3回目：2017 年 11月 5 日】	

①	 エリア:A6(飯能中央公園)→秩父本部	

②	 天候：曇り	

③	 目的：IP 無線機を携帯しコース上をトレースし、交信可能または不可エリアを確認す

る	

④	 4 つの区間と 2つの固定局に分かれて通信をチェック	

⑤	 特記事項	

・	 A７：鎌北湖周辺（物見山から鎌北湖、鎌北湖からエビガ坂）交信が難しい。（携

帯電話は通話可）	

・	 A９：県民の森からの下り（10-8）分岐から（10-10）シカ柵までは交信できませ

ん。（携	

・	 帯電話は通話可）	
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【無線交信テスト詳細】	
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【機材配置計画】	
・	 過去２回の大会経験と３回の現地無線交信テストの結果をふまえ機材選定と配置を決定し

た。	

・	 テスト結果 A１札所 29番橋立堂から、A２有間峠までは、IP無線機は交信できず業務用デ

ジタル無線機（以下 D無線機）を使用する。	

・	 A３名栗湖から以降のエリアは IP無線機を使用。	

・	 機材詳細	

・	 IP 無線機（ハンディー）：docomo エリアで交信できるLTE 対応無線機。	

・	 D無線機（ハンディー）：第１回より使用している無線機により高性能なスーパーロングタ

イプのアンテナを装着。	

・	 D無線機（基地局）：D無線機（ハンディー）と比較してより広範囲での交信を可能。長尺

ロングアンテナを使用。秩父本部と有間峠に設置。	

	

【配布業務と数量】	
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【無線機配布計画】	
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7.2 情報を受けてから本部の動き	

時刻	 通報者	 内容	 備考	
9:11	 第一通報者:I	 滑落事故の第一報	 FunTrails の携帯に着信	

9:13	 本部:W	 第一通報者 Iさんへ折り返し(事故の概要を

伝えマーシャルを現場に要請)	

大持山からウノタワに向かう途中で滑落

あり	

9:20	 	 マーシャル M現場着	 	

9:26	 マーシャル:N	 小持山付近で滑落あり	 	

9:28	 マーシャル:M	 小持山ではなく、大持山と無線で連絡する。	 Mさんが緊急緊急と無線で発信	

9:34	 救護:N	 救護ランナー:Kさんへ携帯電話を使って連

絡、現場への出動要請	

救護ランナーKさんは、緊急無線を聞い

て現場へ転身している途中だった	

9:42	 マーシャル:M	 滑落したと思われる場所からは選手の姿は確

認できず、呼びかけにも応答がないと無線連

絡が入った。	

この連絡を機に、救護:Nが警察への連絡

を決断	

9:50	 マーシャル:M	 100m 程滑落している模様。呼びかけに返事

なし。姿見えずバイタル確認できず。	

埼玉岳連の 3名が現場に到着	

Iさん、Sさん、Nさん	

9:57	 救護:N	 110 番通報	 大持山と小持山の２件で発生と通報。	

10:01	 マーシャル:M	 救護来ていますか？×××(聞き取れず)ダメ

な状況です。	

	

10:17	 飯能日高消防	 レース中に選手が滑落事故。要救助者は不

明。	

消防署から確認の電話あり	

10:20	 	 埼玉県警航空隊のヘリが現場へ。	 救護ランナー:K現場で対応	

10:25	 武甲中継:Y	 武甲山に中継 Yが到着。	 他の誘導はスイーパーが通過したので移

動	

10:30	 マーシャル:M	 滑落現場は武甲山を背に右側、さくら湖側へ

滑落している模様	

埼玉県警航空隊ヘリコプターにより小持

山〜大持山間の稜線上で、大会スタッフ

の位置を確認できたが、要救助者はヘリ

コプターから目視できず	

10:32	 	 埼玉県防災航空隊	

ヘリホバリング。捜索開始（大持山？）	

秩父警察署員が大会本部へ。大会本部は

事故概要について事情聴取	

10:37	 	 埼玉県防災航空隊ヘリホバリング。	 	

10:40	 	 マーシャル:N現場に到着	 第二現場確認のため、そのまま大持山に

向かう。	

10:50	 	 大持山と小持山は同一内容と判断ではない

か？	

確信ではない。	

10:53	 移動救助:H	 北緯 35.55.53	 東経 139.05.56	 GPS データで現場情報	

10:55	 移動救助:H	 ヘリの風に気を付けて、転落防止策	 ヘリホバリング確認	

10:58	 	 30 分前の情報。有間峠通過212 名。	 	

10:58	 救護:N	 救護ランナー:Kへ、現場スタッフへの安全

確保を依頼。	

ヘリコプターでも救助活動開始に伴い。	

11:03	 マーシャル:N	 大持山滑落形跡なし	 	

11:10	 計測	 A2 未通過:77名	 	

11:21	 A5	 FTR100トップ東峠通過	 	

11:22	 移動救助 2班	 大持山と小持山の間と報告あり	 	

11:24	 計測	 A2 未通過:20名	 	

11:25	 	 大会責任者:O大会本部に到着	 	

11:27	 A4	 FTR100女子トップ通過	 	
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11:28	 移動救助 1班	 現場に急行中	 	

11:37	 救護 N	 埼玉県防災航空隊隊員２名がホイスト降下

し、現場捜索	

	

11:38	 計測	 A2 未通過:15名	 	

11:46	 計測	 A2未通過:13名	 	

11:47	 現場救助隊	 要救助者発見。発見時の状態		 意識レベルⅢ−300、重症頭部外傷。ナン

バーカードにより要救助者情報が判明。	

11:XX	 責任者:O	 家族に連絡	 連絡取れず（計 6回?）	

11:48	 A2	 第一通報者 Iさん A2到着	 	

11:53	 スイーパー:K	 滑落現場通過	 	

12:01	 計測	 A2 未通過:12名	 	

12:09	 救護 N	 埼玉県防災航空隊ヘリコプターにて収容完了

同時にドクターヘリ要請、ランデブーポイン

トにて、重症頭部外傷により救命困難と判断

され二次救急病院秩父病院へ搬送。	

	

	

12:25	 救護 N	 当初２名の滑落者と通報により、もう 1人の

捜索救助活動の必要性について判断を求めら

れる。	

大会本部と連携し、その先の有間峠通過

選手情報とリタイヤ者を把握し全員の安

全が確保でき次第、もう一人の捜索救助

活動の解除を依頼することとした	

12:25	 計測	 A2未通過:6名	 	

12:25	 通信:N	 消防に滑落は１件と伝える	 5分で結論を出すように言われる	

12:33	 武甲中継:Y	 A２で全員通過まで秩父警察は待機するとの

こと	

	

12:38	 計測	 A2 未通過:5名	 	

12:50	 計測	 A2 未通過:4名（A２は残り３名との認識）	 	

12:50	 救護 N	 死亡確認の連絡を受ける	 	

12:55	 責任者:O	 大会中止を判断	 運営 S、埼玉岳連、救護医師 S、救護 N

と検討し判断。	

12:57	 運営:S	 全エイドに大会中止を連絡	 	

13:25	 計測	 A2 全員通過	 秩父警察に全員通過を連絡（救護 N）	

13:30	 	 救護 Nと無線 Nが秩父病院へ	 	

13:40	 病院	 本部情報から病院から家族へ電話	 ご家族と連絡が取れる	

13:45	 	 救護 Nと無線 N:病院で医者、警察に会う	 ゼッケンより本人と思われるが確証は出

来ない。警察より本人確認出来るものが

必要。預かり荷物の中を探すように本部

へ指示。	

14:XX	 責任者 O	 	 家族へ繋がる	

14:15	 通信:N	 預かり荷物から保険証を調べて病院に連絡す

るように指示。	

本人確認。本人確認出来るものが保険証

のみ。	

14:20	 NHK	 滑落事故の情報が聞かれる	 	

14:30	 秩父警察署	 警察広報 FunTrails の番号出して良いか？		 責任者:O了承	

14:42	 消防本部着	 事故事情、事実を伝える	 	

15:07	 秩父警察署	 責任者が来るように依頼を受ける	 	

15:23	 	 責任者 0が秩父警察署へ	 Yが同行	

16:30	 	 本部でドロップバックを確認	 本人確認できる物なし。	
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16:30 頃	 	 友人 2名が病院に向かう	 ドロップバックを持っていく。	

	 	 家族が病院到着	 	

18:00 頃	 	 責任者 Oが病院着	 Yと Bが同行	

18:00 頃	 	 責任者 Oが家族に状況を説明	 	
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